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第74回年次大会 領域2シンポジウム 提案
「レーザープラズマX線源の物理と応用」

提案領域： 領域2（主）
領域1及びビーム領域との合同開催を希望

提案者： 藤岡慎介（大阪大学）

主旨説明
レーザー生成の高エネルギー密度プラズマの高輝度X線源としての活用は，長

年研究され，その成果の一部は，次世代半導体リソグラフィー用の極端紫外光源
という，社会的インパクトの大きな応用に結実している．
本シンポジウムでは，プラズマ物理，放射流体力学，原子分子過程の研究対象

としてのレーザープラズマX線源，及び，加工応用及びイメージング応用のため
のレーザープラズマX線源について，各分野で活躍されている研究者の方々に，
過去，現在，未来を紹介して頂く．シンポジウムを通じて，多機能マルチ光源と
しての，高平均出力パワーレーザープラズマの魅力について，コミュニティーの
研究者らと共有し，今後の研究の広がりについて議論する．



1. 主旨説明 15分 東口武史 （宇都宮大学）
2. レーザープラズマX線源の黎明と未来 30分 大道博行 （レーザー総研）
3. 半導体量産リソグラフィ用レーザー誘起
SnプラズマによるEUV光源の開発 30分 溝口 計 （ギガフォトン社）

4. レーザープラズマX線源の原子過程 30分 難波愼一 （広島大学・工）
5. レーザープラズマX線源の輻射流体力学 30分 大西直文 （東北大学・工）
6. レーザープラズマX線源の
プラズマパラメーター計測 30分 富田健太郎（九州大学・総理工）

7. レーザープラズマX線源を用いた
軟X線顕微 30分 江島丈雄 （東北大学・多元研）

8. レーザープラズマX線源による
材料改質と材料加工 30分 田中のぞみ（大阪大学・レーザー研・NPグループ）

9. まとめ 15分 藤岡慎介 （大阪大学・レーザー研・LFグループ）

プログラム 講演者は内諾済み
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原型炉研究開発ロードマップについて（一次まとめ） 

 

平成 30 年 7 月 24 日 

科学技術・学術審議会 

研究計画・評価分科会 

核融合科学技術委員会 

 

 核融合炉開発のビジョンについては、核融合コミュニティのみならず、社会に

対して明確に分かりやすく示すことが重要である。このため、核融合科学技術委

員会においては、平成 29年 12月に「核融合原型炉研究開発の推進に向けて」を

策定し、 

(1) 核融合原型炉の開発に必要な戦略、 

(2) 原型炉に求められる基本概念と技術課題解決のための開発の進め方、 

(3) 原型炉段階への移行に向けた考え方、 

を示すとともに、同年 12月に、原型炉の技術開発課題の項目毎に解決のための

アクションプランを作成し、実効的なフォローアップと時宜を得た体制整備の

進捗確認を実施することとしている。 

現在、原型炉建設ならびにその後の実用化に向けた原型炉研究開発ロードマ

ップ（以下、ロードマップ）を検討しているが、アクションプランに示された開

発課題のうち、とりわけ早期に、限られたリソースの中で優先的に実施すべき課

題を抽出することが必要である。そのため、今般、課題抽出の際に特に重要とな

る、①開発の重要度と緊急性、②国際協力の観点に基づいて、ロードマップを検

討し、一次まとめとして整理することとした。 

また、原型炉研究開発の産学官によるオールジャパン体制の強化、特に、大学

等との連携強化に向けた方策についてもとりまとめた。 

 

さらに、本ロードマップで示される研究開発の完遂のためには、連続的かつ長

期的な人材育成・確保が必須である。そのために必要な施策等については、平成

30年 3月 28日に本委員会において「核融合エネルギー開発の推進に向けた人材

の育成・確保について」としてまとめており（参考資料参照）、研究開発ととも

に、産学官が一体となって展開していく必要がある。 
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